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●支援ルームをご利用ください 大分市産業活性化プラザでは、創業や新たな事業活動に関する相談が
無料で出来ます。事前に、電話にて予約下さい。 TEL 097-576-8879

　セミナー情報・受講申込みサイト

お申し込み・お問い合わせ

大分市産業活性化プラザ TEL 097-576-8879 FAX 097-544-3011

https://sangyo.horutohall-oita.jp/
〒870-0839 大分県大分市金池南一丁目５番１号 J:COMホルトホール大分2F

sangyo-plaza@horutohall.jp

産学連携リレー講座

おおいた地域連携プラットフォームを通じて、
県内の大学と連携し、地域の活性化及び
中小企業者の技術向上につながる講座となっています。
お気軽にご参加ください。

産学連携リレー講座
「暮らしとビジネスに
活きてくる！学術研究」

主催：大分市産業活性化プラザ
共催：おおいた地域連携プラットフォーム

※下記URLのホームページからもお申込みできます。※大分市産業活性化プラザへ直接お持ちになっても結構です。※募集期間中でも途中で募集を終了する場合があります。

J:COM ホルトホール大分
2Fセミナールーム

住所、氏名、勤務地、電話番号、メールアドレスを記入し、
FAXまたは大分市産業活性化プラザホームページの
申込フォームからお申込みください。

申込締切日：2024年8月5日（月）35名
（先着順） 無料

テーマに興味がある方
（大分市内にお住まいかお勤めの方優先）

［開場］18:00　［講座］18:30～20:30 
［閉場］20:40

※住所の記載は市区町村までで結構です。

8月7日●水第1回 8月8日●木第2回

第1回
講 師

阿部 博光 氏
Abe Hiromitsu

別府大学
国際経営学部 教授 第2回

講 師

梅木 美樹 氏
Umeki Miki

別府大学 食物栄養科学部
食物栄養学科 教授 第3回

講 師

穴井 博文 氏
Anai Hirofumi

大分大学 医学部
先進医療科学科 教授

「地熱ビジネスの現状と課題」
～地域活性化につながる手法とは～

「地域の食材を活用した商品開発」
～玖珠町産大麦を使用した
　「つるつるもち麦うどん」の商品化～

8月22日●木第3回

「臨床現場主導の産学官連携と
 医療機器開発人材育成」



主催：大分市産業活性化プラザ　共催：おおいた地域連携プラットフォーム セミナー詳細

FAX.097-544-3011
MAIL:sangyo-plaza@horutohall.jp
大分市産業活性化プラザ 行き

●必要事項をご記入の上、7月1日（月）～8月5日（月）までにFAX・メールにてお申し込みください。
●大分市産業活性化プラザへ直接お持ちになっても結構です。

●ご記入いただいた内容は、セミナー開催業務に必要な範囲に限定して使用させていただきます。
●募集期間中でも途中で募集を終了する場合があります。予めご了承ください。

大分市産業活性化プラザ主催セミナー申込書

※住所の記載は市区町村までで結構です。

どちらかに○

大分市内　　・　　市外

住　所

勤務地

は　い　・　いいえ

氏　名

電話番号

FAX番号

メールアドレス

はじめて大分市産業活性化プラザ主催セミナーに申し込まれる方へ
今後、セミナー開催案内をメール等で
お知らせしてよろしいでしょうか

このセミナーをどちらでお知りになりましたか

ふりがな

講師 講師 講師

第1回 第2回 第3回

阿部 博光 氏
Abe Hiromitsu

別府大学
国際経営学部 教授

梅木 美樹 氏
Umeki Miki

別府大学
食物栄養科学部
食物栄養学科 教授

穴井 博文 氏
Anai Hirofumi

大分大学 医学部
先進医療科学科 教授

8月7日●水 8月8日
●木 8月22日●木

「地熱ビジネスの現状と課題」 「地域の食材を活用した商品開発」
～玖珠町産大麦を使用した
　「つるつるもち麦うどん」の商品化～

～地域活性化につながる手法とは～

「臨床現場主導の産学官連携と
 医療機器開発人材育成」

世界第３位の規模の地熱資源を有する日本。その
中で大分県はトップクラスの資源量を誇っていま
す。地熱資源は主に発電として利用され、脱炭素
などに貢献してきました。しかしここ数年、地熱や
温泉熱をビジネスに活かそうとの取り組みが多く
みられるようになりました。そのビジネスの広がり
と課題について説明します。

別府大学食物栄養科学部では、玖珠町産大麦を
活用した玖珠町の地域活性化に取り組んでいま
す。今回は、玖珠町産大麦の地域ブランド化を目
指し、大分県内の企業、別府大学、玖珠町の産学
官連携を通じて商品開発を行った「つるつるもち
麦うどん」の事例についてお話したいと思います。

大分大学医学部では、「東九州メディカルバレー構
想」推進のため、医療現場の開放と垣根を越えた
異業種の融合を目指した医工連携・産学官連携を
推進しています。これまでの研究開発、企業研究
者を対象とした、医療機器開発支援事業を紹介す
るとともに、そこで浮き彫りになった課題と解決策
についても言及したいと思います。


